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（
勤
労
青
少
年
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
四
条

勤
労
青
少
年
福
祉
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
三
項
中
「
前
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
「
前
条
第
三
項
」
に
、「
同
条
第
五
項
及
び
前
項
」

を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
あ
た
つ
て
」
を
「
当

た
つ
て
」
に
、「
き
く
」
を
「
聴
く
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
都
道
府
県
勤
労
青
少
年
福
祉
事
業
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
概
要
を
公

表
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

都
道
府
県
勤
労
青
少
年
福
祉
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条
中
「
及
び
第
七
条
第
三
項
」
及
び
「
、
第
七
条
第
三
項
」
を
削
る
。

（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
五
条

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
次
に
掲
げ
る
」
を
「
医
療
費
適
正
化
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
る
計
画
期
間
に
お
け
る
医
療
に

要
す
る
費
用
の
見
通
し
に
関
す
る
」
に
改
め
、
各
号
を
削
り
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中

「
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
公
表
す
る
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
厚
生
労
働
大
臣

に
提
出
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第

四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

住
民
の
健
康
の
保
持
の
推
進
に
関
し
、
当
該
都
道
府
県
に
お
い
て
達
成
す
べ
き
目
標
に
関
す
る
事
項

二

医
療
の
効
率
的
な
提
供
の
推
進
に
関
し
、
当
該
都
道
府
県
に
お
い
て
達
成
す
べ
き
目
標
に
関
す
る
事
項

三

前
二
号
に
掲
げ
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
都
道
府
県
が
取
り
組
む
べ
き
施
策
に
関
す
る
事
項

四

第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
保
険
者
、
医
療
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
の
連
携
及

び
協
力
に
関
す
る
事
項

五

当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
医
療
に
要
す
る
費
用
の
調
査
及
び
分
析
に
関
す
る
事
項

六

計
画
の
達
成
状
況
の
評
価
に
関
す
る
事
項

第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
九
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
九
条
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め

る
。

（
地
域
雇
用
開
発
促
進
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
六
条

地
域
雇
用
開
発
促
進
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
第
二
号
及
び
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
二
号
と
し
、
第
五
号
を
第
三
号
と
し
、
同
条
第
八

項
中
「
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を
「
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条

第
七
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第

五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
第
二
号
中
「
か
ら

第
五
号
ま
で
」
を
「
及
び
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同

条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

地
域
雇
用
開
発
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

一

雇
用
開
発
促
進
地
域
に
お
け
る
労
働
力
の
需
給
状
況
そ
の
他
雇
用
の
動
向
に
関
す
る
事
項

二

雇
用
開
発
促
進
地
域
の
地
域
雇
用
開
発
の
目
標
に
関
す
る
事
項

第
六
条
第
二
項
中
第
二
号
及
び
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
二
号
と
し
、
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
三
号

と
し
、
第
七
号
を
第
四
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
」
を
「
第
二
条
第
三
項
第
四
号
に
規
定

す
る
協
議
会
（
以
下
「
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
条
第
四
項

を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
り
、「
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
意
見
を
聴
く

よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

地
域
雇
用
創
造
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

一

自
発
雇
用
創
造
地
域
に
お
け
る
労
働
力
の
需
給
状
況
そ
の
他
雇
用
の
動
向
に
関
す
る
事
項

二

自
発
雇
用
創
造
地
域
の
地
域
雇
用
開
発
の
目
標
に
関
す
る
事
項

第
六
条
第
五
項
第
二
号
中
「
第
八
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に

改
め
る
。

第
七
条
中
「
第
五
条
第
四
項
」
を
「
第
五
条
第
五
項
」
に
、「
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
六
条
第
二
項
第
八
号
」
を
「
第
六
条
第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
二
項
中
「
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
」
を
「
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
、「
同
条
第
八
項
」を「
同

条
第
九
項
」
に
、「
第
七
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
る
。

（
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
七
条

地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
に
お
い
て
は
、」の
下
に
「
お
お
む
ね
」
を
加
え
、「
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
、
こ
れ
を
公
表
す
る
と
と
も
に
」
を
削
る
。

（
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
良
好
な
雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
八
条

中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
良
好
な
雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用
管
理
の
改
善
の

促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
四
項
中
「
あ
ら
か
じ
め
」
の
下
に
「
、
当
該
事
項
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
、」を
加
え
る
。

（
水
道
原
水
水
質
保
全
事
業
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
九
条

水
道
原
水
水
質
保
全
事
業
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
四
項
第
五
号
を
削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
こ
れ
を
」
の
下
に
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、」を

加
え
、「
送
付
す
る
と
と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ
ば
」
を
「
送
付
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
五
項
第
五
号
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
こ
れ
を
」
の
下
に
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、」を

加
え
、「
送
付
す
る
と
と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ
ば
」
を
「
送
付
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

（
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
条

林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
一
号
と
し
、
第
四
号
を
第
二
号
と
し
、
第
五
号
を

削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
二
項
各
号
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。

一

林
業
に
お
け
る
経
営
及
び
雇
用
の
動
向
に
関
す
る
事
項

二

林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
方
針

三

そ
の
他
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
事
項
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